








はじめに

乳幼児が,器質的異常のために高度の視力障害をもっている場合,多くは保護者が気付き,

眼科を受診することが多い。しかし,時には視力不良を疑いながら,眼科を受診していない

例や,全く気付いていない例もある。このような例が,乳幼児健康診査(以下健診)などで発

見され,眼科受診を指導されることがある。そこで,健診などの機会に発見された異常者に

つき,どのような異常が,どのようにして発見されたかなどにつき調べ,今後の検診の資料

とすることとした。愛知県総合保健センター視力診断部外来を,保健機関からの紹介で受

診した児のうち,視覚障害の原因となるような器質的異常を有するものを対象として,発見

の機会や主訴などにつき検討した結果を報告する。


